
【イベント応募 問い合わせ先】 

(平日 9時～17時 30分) 

 大阪府立環境農林水産総合研究所 

   普及広報課 「海の教室」係 

TEL 072-979-7070 

FAX 072-956-9790 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

研究員と一緒に特別な夏休み体験！これで君も大阪湾の生き物博士だ！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

夏休みこども体験教室  

大阪湾 Years2012-2013 海の教室 

□ と き   平成 24年 7月 22日(日) 雨天決行  

         午前の部 9：30～12：30(受付開始は 9：00) 

         午後の部 13：10～16：10(受付開始は 12：40) 

□ と こ ろ   大阪府立環境農林水産総合研究所 水産技術センター 

      大阪府泉南郡岬町多奈川谷川 2926-1 

□ 対 象   小中学生  ※保護者の方が必ず付き添いください 

□ 定 員   午前の部、午後の部とも各 50名 計 100名 

       (応募多数の場合は抽選)(申込は 1組対象者 4名まで) 

□ 参 加 費   無料 

□ 申込締切    7月 13日(金) 必着 

体験その１  ヒラメの赤ちゃんの放流など栽培漁業を体験しよう。 

体験その２  タッチングプールでヒトデなどの生き物にふれてみよう。 

体験その３  海の生き物キーホルダーをつくってみよう。 

体験その４  干潟（ひがた）を観察し、地引き網調査をやってみよう。 

◇研究員から面白くてためになる海のお話がきけます。 

◇干潟（ひがた）には「ハクセンシオマネキ」などたくさんの生き物がいます。 

大阪府立環境農林水産総合研究所水産技術センター 

大阪湾の環境の保全・改善と水産資源の管理・増殖技術に

ついての調査や試験研究を行っています。センター内には展

示コーナーがあり、大阪湾の潮の流れ、漁業、魚などを模型

やパネルで紹介しているほか、水槽では栽培漁業センターで

育てているヒラメなどの魚をみることができます。 

申込方法は

裏面 

ハクセンシオマネキ 

協賛：（社）瀬戸内海環境保全協会 

 



・南海本線「みさき公園駅」から 

 岬町コミュニティバス 谷川方面行きに乗車し、 

 「谷川」バス停下車 （所要時間約 16分） 

  バス停から川沿いに徒歩５分 

 

※会場へは車で来ることができます。 

センター内所定の場所に駐車してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加決定通知並びに当日の案内 

○実施日の概ね７日前に応募のあった代表者様あて参加決定（抽選結果）をお知らせしま

す。（申込時の住所、Fax番号または E-mailアドレスあてへお知らせします。） 

○開催 3日前になっても通知が届かない場合は、お手数ですが普及広報課 

（TEL 072-979-7070）までお問合せください。 

     
    
 

会場へのアクセス 

●代表者(小中学生)の名前、年齢、住所、TEL、FAX、希望時間帯（午前または午後） 

●一緒に参加者する小中学生の名前、年齢、付き添いの保護者の人数を明記し、 

以下の方法でお申し込みください。 

  ※応募多数の場合は抽選となります 

①はがき   〒583-0862 羽曳野市尺度 442 

          大阪府立環境農林水産総合研究所 普及広報課「海の教室」係 あて 

 

②ＦＡＸ   FAX 072-956-9790 

大阪府立環境農林水産総合研究所 普及広報課「海の教室」係 あて 

 

③ E-mail  アドレス fukyu@mbox.epcc.pref.osaka.jpへ送信 

・メールのタイトルを「海の教室申込」としてください。 

※保護者同伴でお申し込みください。 

※応募で得られた個人情報は、当イベント以外には使用しません。 

申込方法(1組対象者 4名まで申込みできます) 

地方独立行政法人 大阪府立環境農林水産総合研究所 水産技術センター 

住所：大阪府泉南郡岬町多奈川谷川 2926-1 TEL 072-495-5252 

☆このイベントは「大阪湾 Years 2012-2013」連携企画として開催します☆ 
大阪湾の保全再生のための取り組みや活動を継承・発展させるべく、大阪湾再生行動計画終

了前年にあたる 2012年および終了年の 2013年の 2ヶ年を「大阪湾 Years 2012-2013」とし、

市民、学識者、研究者、教育者、水族館・博物館関係者、企業人ならびに行政機関等からなる

大阪湾再生推進会議メンバーが協働し「茅渟(ちぬ)の海」大阪湾の生き物や環境についてシ

ンポジウム、ワークショップ、勉強会ほかさまざまな活動を連帯して行っていきます。 


